
横浜ゴムグループのCSR

　国内外の子会社を含む全横浜ゴムグループは、国連グローバル・コンパクトの 10 原則を行動指針としているほか、
ISO26000 の 7つの中核主題を軸に、自社および社会への影響度を分析し「横浜ゴムグループが取り組む 7つの重点課題」
を策定し、PDCAを回しています。

CSRへの考え方

人　権
・原則1　人権擁護の支持と尊重
・原則2　人権侵害への非加担

労　働
・原則 3　組合結成と団体交渉権の実効化
・原則 4　強制労働の排除
・原則 5　児童労働の実効的な排除
・原則 6　雇用と職業の差別撤廃

環　境
・原則7　環境問題の予防的アプローチ
・原則 8　環境に対する責任のイニシアティブ
・原則 9　環境にやさしい技術の開発と普及

腐敗防止
・原則10　強要・賄賂等の腐敗防止の取組み

国連グローバル・コンパクトの10原則 ISO26000　7つの中核主題

組織統治

人権

労働慣行

環境

公正な事業慣行

消費者課題

コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展
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CSR・環境推進体制

■CSR・環境推進体制図（2013年4月1日）

事
業
別
会
議
体

機
能
別
会
議
体

タ
イ
ヤ
生
産
環
境
部
会

部
会
長
：
タ
イ
ヤ
生
産
本
部
長
代
理

M
B
生
産
環
境
部
会

部
会
長
：
M
B
生
産
・
技
術
企
画
本
部
長

本
社
販
売
C
S
R
・
環
境
推
進
部
会

部
会
長
：
C
S
R
本
部
長

関
連
会
社
生
産
環
境
会
議

議
長
：
C
S
R
・
環
境
推
進
室
長

グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
会
議

議
長
：
C
S
R
本
部
長

化
学
物
質
管
理
委
員
会

委
員
長
：
M
B
生
産
・
技
術
企
画
本
部
長

3
R
推
進
委
員
会

委
員
長
：
研
究
本
部
長

地
球
温
暖
化
対
策
委
員
会

委
員
長
：
タ
イ
ヤ
生
産
本
部
長
代
理

環
境
貢
献
商
品
委
員
会

委
員
長
：
タ
イ
ヤ
消
費
財
開
発
本
部
長

Y
O
K
O
H
A
M
A
千
年
の
杜
推
進
委
員
会

委
員
長
：
C
S
R
本
部
長

環
境
推
進
体
制

輸
出
管
理
委
員
会

個
人
情
報
保
護
管
理
委
員
会

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

中
央
防
災
会
議

中
央
安
全
衛
生
委
員
会

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

Ｃ
Ｓ
Ｒ
会
議

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
体
制

代表取締役

環境推進会議
議長:社長

CSR本部

CSR・環境推進室

　会長兼 CEOが議長を務めるCSR会議、社長が議長を務
める環境推進会議をそれぞれ年に２回開催し、社会からゆる
ぎない信頼を得ている地球貢献企業になるため、当社グルー
プが取り組むべきCSRの課題について立案・検討する体制を
整えています。環境推進会議の下部組織として3つの部会、5

つの委員会、2つの会議を設け、当社における環境活動を推
進しています。毎回のCSR会議、環境推進会議において、当
社グループの7つの重点課題に沿ったCSR 活動のパフォーマ
ンスを評価し、次年度の改善に結び付けていきます。
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